
平成 26 年 2 月 25 日
活動期間　平成２４年３月 1日～平成２５年２月２８日

環 境 活 動 レ ポート



1.  登録範囲

株式会社髙橋合金
会社名

はんだ精錬、産業廃棄物収集運搬及び処理
事業内容

従業員
従業員

事業所（サイト）

上記は株式会社髙橋合金の全ての事業所、事業内容及び従業員（構成員）になります。



2.  事業活動の概要

１．事業所及び代表者
事業社名　株式会社　髙橋合金
代表者名　髙橋　孝造

２．所在地
【本社】

　　　茨城県守谷市百合ヶ丘1丁目２４１８－１２

【並木工場】
　　　茨城県守谷市百合ヶ丘1丁目２３８８－１

　　  
３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　髙橋　孝造
連絡先　０２９７－４８－４３４４

24年度　平成24年3月1日 ～ 平成25年2月末日

22年度　平成22年3月1日 ～ 平成23年2月末日
23年度　平成23年3月1日 ～ 平成24年2月末日

４．事業規模

5．その他



　＊産業廃棄物収集運搬業（積替え保管無し）
保有車両

積載量 保有台数
13100Kg １台
3750kg １台
許可番号 許可年月日 有効年月日

008-01-060736 平成21年4月20日 平成26年4月19日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず
13-00-060736 平成21年7月9日 平成26年7月8日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・木くず・紙くず

011-07-060736 平成21年11月20日 平成26年10月14日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず

009-00-060736 平成21年10月22日 平成26年10月21日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず

003-00-060736 平成21年12月14日 平成26年12月13日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず
20-09-060736 平成21年12月28日 平成26年12月27日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

028-05-060736 平成22年1月17日 平成27年1月16日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

034-00-060736 平成21年12月13日 平成26年12月12日
廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

＊産業廃棄物処分業

＊収集運搬実績
単位
ｔ
ｔ

＊処理実績
単位
ｔ
ｔ

＊料金表による。
＊当社にお問い合わせください（０２９７－４８－４３４４）

②収集運搬業務

③リサイクル業務及び中間処理業務

品　目 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

868.1 822.5 494.9

Ⅱ 処理実績

　収集運搬業務においては、再資源化、可能な限り種類・品質ごとに分別し収集運搬に努めます。

　社会経済活動で発生する再生資源物及び廃棄物（はんだ製品製造過程で発生する産業廃棄物）の収集運搬業
務、リサイクル業務並びに中間処理業務（焼却）を行う中で資源回収を積極的に進め、循環型社会の構築に寄与
します。

822.8 495.1

Ⅲ 処理料金

金属くず

金属くず

15.8 12.6

Ⅳ 事業計画の概要

廃プラスチック類 17.6
868.5

　リサイクル業務及び処理業務においては、再生資源物及び受託廃棄物の種類・品質に応じて適切に分別、中間
　処理を行うことにより、再生資源物及び受託廃棄物の再資源化率の向上を図ります。

都道府県・政令市 許可番号 許可年月日 有効年月日
茨城県 平成26年4月19日

許可品目（焼却） 廃プラスチック類・金属くず
処理能力

品　目 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度
廃プラスチック類 17.3 15.7 12.5

栃木県

廃プラスチック類・金属くず　　　　　　　　　　　　　　０．２６４ｔ/日

許可品目

平成21年6月9日008-21-060736

はんだ精錬、産業廃棄物収集運搬及び処理

都道府県・政令市
茨城県

車種
１５ｔ車

広島県
許可品目

許可品目

埼玉県

東京都

4t車

岩手県

許可品目
長野県

兵庫県

Ⅰ

許可品目

許可品目

許可品目

許可品目

５．事業内容

2.  事業活動の概要



2.  事業活動の概要



３. 環境方針

2．環境関連法規制を遵守すると共に、必要に応じて定める

　　又、地球との環境に関する協定等の約束事項を遵守します。

5．環境方針は、環境活動レポート等により社内外に公表する。

2005年 4月 1日
株式会社髙橋合金

　　全員参加の環境保全活動に努める。

環　　境　方　　針　　

【環境理念】

当社は、地球環境保全が人類共通の重要な使命であることを認識します。

【基本方針】

会長 髙橋祐亨

　  町づくりに協力していきます。

      私たちは、この使命のもとに、循環型経済社会の形成に寄与すべく、

       自然と事業活動との調和を図り、子々孫々に豊かな地球を残すことに

3．環境教育により全従業員の環境保全への自覚を促し意識を高め、

1．使用済みはんだの精錬等によるリサイクルに努める。

　　自主管理基準の達成をめざします。

全力を尽くします。

4．地域社会とのコミュニケーションを図り、人と自然にやさしい



４. エコアクション２１組 織 図

環境管理責任者事務局 環境委員会

第一工場 パウダー工場 電解工場 産廃工場 加工工場

最高責任者

全　　従　　業　　員

　第五工場

髙橋孝造

髙橋法子

小林雅史 五十嵐裕貴 中田浩二 加藤文雄 岸本仁 古谷等 原正美

髙橋孝造 石田篤志

事務所



平成25年度
（H25.3～
H26.2）

平成25年度
（H25.3～
H26.2）

平成25年度
（H25.3～
H26.2）

目標値 実績値 基　準 目標値 目標値

％ 5％減 5%増

L/t 11.7 12.9

％ 20%減 15%増 平成24年度実
績比 3％削減 3％削減

kWh/t 301 320 320 310 310

％ 20%減 1％削減 1％削減

L/t 57.3 56.7 56.7

％ ４%増 2%削減 2%削減

㎏/t 57.3 56.2 56.2

％ 79%増 1％削減 1％削減

㎥/t
535㎥ 530% 530%

％ 1%減 2%削減 2%削減

kg-CO2/t 476 579 579
％ 100% 100%

月1回の清掃 月1回の清掃

％ 100% 100%
社内教育6回
実施

社内教育４回
実施

100% 100%

清掃4回実施 清掃4回実施

100% ％ 100% 100% 100% 100% 100%

＊平成24年度の目標が、実際の活動と大きく食い違いが起きたため、平成25年度からの基準値及び目標値を変更した。

髙橋孝造

運搬及び保管
状態のチェッ

ク

90

髙橋孝造

髙橋法子

深谷進

小林雅史

各工場及
び事務所

第1工場、第2
工場、第3工
場並木工場

月1回の清掃

＊購入電気の排出係数は0.375kg-Co2/kwhを使用。

全工場

事務所

髙橋克之全工場

100%

第4工場

平成24年度
実績比
57.3

ＬＰＧ使用量の削減

責任者

100 事務所

関係部門

岸本仁

石田篤志

全工場

原正実

NO

2

目標項目

目標項目

基　準

1 グリーン購入の推進

平成19年～
平成21年平
均12.3Ｌ/ｔ

単　位

第4工場

運送部門

8

9

3

5

4 ３％減
69.6L/t

電気及び燃料使
用目標に基づく

排出量
7

10

廃棄物（ばいじん）の運
搬及び保管状態の管理

6

稲葉教之

平成21年比
377ｋWh/t 成島正浩

軽油使用量の削減

総排水量の削減

電気使用量の削減

重油使用量の削減

＊平成２３年度の総排水量の実績値が悪かったので平成２４年度からの目標値を変更した。

運搬及び保管
状態のチェッ

ク

運搬及び保管
状態のチェッ

ク

社内教育4回
実施

清掃4回実施

社内教育4回
実施

社内教育4回実
施環境教育の推進

11 運搬及び保管
状態のチェッ

ク

月1回の清掃

清掃4回実施

社内教育4回
実施

％

清掃4回実施

平成22年比
299㎥

二酸化炭素排出量の削減

清掃4回実施地域ボランティア活動の
推進

月1回の清掃

平成22年比
71.9L/t

平成24年度
実績比
535

平成25年度
実績値把握
後決定する

床の粉塵対策 月1回の清掃

平成22年比
55.1ｋｇ/t

平成24年度
実績比
57.3

平成24年度（H24.3～H25.2）

運搬及び保管
状態のチェッ

ク

運搬及び保管
状態のチェッ

ク

平成24年度
比
591

100

平成24年度迄は
製品量当りの燃
料投入量平成25
年度より燃費24
年実績比

燃費の実績
を把握する

4％減
52.9ｋｇ/t

基準年同
299㎥

（24.9㎥/月）

電気及び燃料使
用目標に基づく
排出量(482kg-
CO2/t)

株式会社　髙橋合金

５. 環境目標とその実績



①グリーン購入の推進

■目標値及び実績値

2012年3月 2012年4月 2012年5月 2012年6月 2012年7月 2012年8月 2012年9月 2012年10月 2012年11月 2012年12月 2013年1月 2013年2月

90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

111% 111% 111% 111% 111% 111% 111% 111% 111% 111% 111% 111%

②軽油使用量の削減

■目標値及び実績値

環境活動計画

実績

累　計　目　標　値（％）

単　月　実　績　値（％）

累　計　実　績　値（％）

累　計　達　成　率（％）

エコドライブの実践

評価及び次年度の取り組み

・今年度は目標達成することができませんでした。
・引き取りルートなどを見直し、エコドライブ等により目標を達成
できるようにする。

実績

△

評価及び次年度の取り組み

事務用品購入時にはエコマーク商品カタログ ○

・今年度も目標を達成することができました。　　　　　・今後
も、エコ商品購入の達成率を維持できるようにしていきます。

から選ぶ

環境活動計画

６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容



③電気使用量の削減

■目標値及び実績値

■活動内容

④重油使用量の削減

■目標値及び実績値

実績 評価及び次年度の取り組み

・今年度は、目標を達成できませんでした。
・現状を把握し無駄な電気の使用をさけ、節電に取り組んでいきま
す。

評価及び次年度の取り組み

・今年度も目標を達成しました。
・次年度もバーナーの空焚きがないように気を付けます。

環境活動計画 実績

○燃料の効率的使用

エアコン等の節電 △

環境活動計画

工場水銀灯、事務所の照明の節電

６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容



⑤ＬＰＧ使用量の削減

■目標値及び実績値

⑥総排水量の削減

■目標値及び実績値

2012年3月 2012年4月 2012年5月 2012年6月 2012年7月 2012年8月 2012年9月 2012年10月 2012年11月 2012年12月 2013年1月 2013年2月

24.9 49.8 74.7 99.6 124.5 149.4 174.3 199.2 224.1 249.0 273.9 298.8

44.0 44.0 36.0 37.0 47.0 47.0 38.0 37.0 42.0 42.0 60.0 61.0

44.0 88.0 124.0 161.0 208.0 255.0 293.0 330.0 372.0 414.0 474.0 535.0

57% 57% 60% 62% 60% 59% 59% 60% 60% 60% 58% 56%累　計　達　成　率（％）

累　計　目　標　値（㎥）

単　月　実　績　値（㎥）

累　計　実　績　値（㎥）

空焚き等による無駄な燃料使用の抑制

環境活動計画 評価及び次年度の取り組み

・今年度も、残念ながら目標を達成しませんでした。
・次年度は、作業工程の確認及び見直しをしていく。

△

評価及び次年度の取り組み実績

・ボランティア団体へ食堂及び会議室を解放したため、水の使用量
が増大しました。
・次年度は節水プレートを作成して、節水の呼びかけを強化して目
標達成に努める。

×

実績

節水の働きかけ

節水バルブの設置

環境活動計画

６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容



⑦二酸化炭素排出量の削減

■目標値及び実績値

⑧床の粉塵対策

・今年度も目標を達成できました。
・二酸化炭素の排出量を減らすため電気、軽油、ＬＰＧの使用量を
削減する方法を考えていきます。

省エネによる電気及び燃料使用の抑制

環境活動計画

○

○

・今年度も工場内の清掃及び整理整頓を心がけ実施しました。
・次年度も引き続き工場内の清掃及び整理整頓を続けていく。

実績

実績環境活動計画 評価及び次年度の取り組み

評価及び次年度の取り組み

抑える

月一回以上必ず掃除機をかけ粉塵の飛散を

６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容



⑨環境教育の推進

⑩地域ボランティア活動の推進

⑪廃棄物（ばいじん）の運搬及び保管状態の管理

・保管状態などチェックリストにて管理し、飛散防止に努めまし
た。
・次年度も今年度同様に管理していきます。

週一回保管状態のチェック ○

評価及び次年度の取り組み

環境活動計画

環境教育セミナー、環境展など積極的に参加

実績

・今年度は５回の社員教育をすることができ、全社員スキルアップ
ができました。
・次年度も多くの従業員が、講習会等に参加できるようにしていき
たい。

・利根川河川敷の清掃や工業団地の清掃に全従業員参加しました。
・次年度も全社員が参加するよう呼びかけていく。

評価及び次年度の取り組み

評価及び次年度の取り組み

○工業団地や市の清掃活動に積極的に参加

環境活動計画 実績

環境活動計画

年4回の教育の実施

○

実績

６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容



◆環境関連法規等の違反における関係当局からの指摘及び訴訟は過去3年間ありません。

　◆当社が行った環境関連法規の遵守状況の結果において遵法であることを確認しました。

　以下は、主な適用法令の概要と遵守評価結果である。

評価結果

○

○・大気汚染防止法 設置届出（使用届出含む）、大気測定及び保管

主な内容法令名

処分業、収集運搬業の許可、ダイオキシン類の
測定及び保管、マニュフェスト伝票の管理

・廃棄物処理法

７. 環境関連法規の違反・訴訟の有無



８. 代表者による全体評価と見直しの結果


